外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成31年2月14日（木）　　　　　司会：紫葉　夏海　記録：慶長　孝太
	矢幅
	橋本
	小川
	菅原
	慶長
	戸賀沢
	鳥谷部
	三國
	柴崎
	馬場
	紫葉

	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	○
	業務
	業務
	○
	◯

	佐々木
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	業務
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・自身の担当利用者様のデータベースについて、自立支援医療や手帳等の社会資源の有効期限の入力を進めていくこと。

・南病棟にてインフルエンザA型罹患者報告あり。三八地区でもインフルエンザの警報が出ている。インフルエンザ感染予防のために、手洗い・うがい・手指消毒を徹底し、人混みを避けるとともにマスクの着用を心掛けること。また、スタッフ自身、急な発熱や関節痛等の全身症状が出現したら、早めに医療機関を受診すること。同様に利用者様の体調変化にも注意しながら対応すること。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備しているため、各自確認して記載すること。

・今後の予定として7月より敷地内全面禁煙になるとのこと。利用者への説明はまだせず、職員内で周知していくこと。
・昇格試験(上級・中級)　 

2/19(火)～21(木)　場所：メンタル4階メモリアルホール
受験対象者であることを確認のうえ申し込むこと。また受験申し込みは申込期間中に行い、受験申し込みをしたら、遅番の方は勤務変更が必要になる為管理者へ報告するように。
・2/20（水）八戸短期大学の看護実習生が実習予定。

＜研修案内＞
〔外部研修〕

・3/23（土）アルコール関連の研修会が青森市で開催される。詳細は部署宛てのWIZメールを確認すること。

・3/28（木）認知症セミナーの案内があり、詳しくはWIZ掲示板を確認すること。

〔内部研修〕
看護グループ内研修　場所：病院2階会議室
・2/19（火）　テーマ：「合併症・身体の管理」　講師：上野JGM

第9回院内研修　場所：メンタルケア病棟3階会議室
・2/26（火）・27（水）　テーマ：「事故対策関連」　講師：赤坂JGM

＜各種締め切り＞
・2月中　評価の更新(LASMI、転倒・転落)

＜利用者情報＞
デイケア
・上川原　豊様　～本人より電話があり、昨日転倒したことで臀部に痛みがあり、デイケアを欠席したいと話している。臀部以外には痛みはないと話しており、本日は自宅で休むとのことで、受診時に言われたことについては、当院の主治医にも伝えるよう促している。
・我満　奈津紀様～八戸赤十字病院婦人科でホルモン注射を行っているが、注射後1週間程経過すると食欲が増し、普段より食べてしまうと話している。自身でも食べ過ぎないように気を付けているが、次回受診時に主治医か看護師に相談してみる様促している。デイケア来所後「やる気が出ない」と訴えるが、無理せずに自身のペースでプログラムへ参加するように伝えると、以後は問題なくプログラムに参加している。

・繁名　和恵　様～本人より電話で鼻閉が続き、くしゃみも出ている為グループホーム世話人よりデイケアを休むように言われた為欠席すると連絡がある。世話人より連絡がなことと弁当が注文済みであることから、来所を促すが、応じることなくデイケアは欠席している。その後、グループホーム世話人より電話があり、早朝に幻聴が強く、頓服薬を服用したと本人より報告があり、デイケアを休みたいと話していたとのこと。昨日市販薬の鼻炎カプセルを服用し鼻腔テープを貼り、鼻閉感は改善したが、鼻汁が出過ると話しており、鼻炎カプセルは当院処方薬との飲み合わせもある為、服用せずに様子を見る事にし、世話人が預かっているとのこと。世話人との会話の中で発言が二転三転している為、来所時には精神症状や体調を確認していく。

・浅坂　政美　様～本人から電話があり、右膝が痛い為兄様へ相談し、整形外科を受診する為欠席するとの連絡がある。来所時には身体状況に注意しながら対応していく。
デイナイトケア
・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、左膝でなく左肩の疼痛を訴えることがあり、昨夜と今朝に軟膏を塗布して対処しているとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所時から居眠りが目立っており、スタッフが介入。原因は膝痛から来ているのか確認すると「それもあるけど、眠れないんだよ」と詳細は不明。運動療法は見学しており、徐々に上半身を動かしたり、足踏みをしている。引き続き本人の訴えに注意しながら介入していく。
・田中　一　様　～1月頃から睡眠の不安定さがあり、来所時からぼんやりとしていることが目立っている。睡眠状況について確認すると「昨日は2時間しか眠れませんでした」「ここ3日くらい眠れていたんですけどね」と話している。作業療法では自己学習に取り組んでいるが、他者の鼻歌に対して苛々感があると訴え、場所移動をして対応している。その後静養室で休養を希望し、30分程休養。睡眠状況を確認しながら、適宜介入していく。
ナイトケア
・若松　邦生　様～グループホーム世話人より情報があり、昨夜と今朝イライラ感があり、頓服薬を服用したと表情硬く報告しているとのこと。理由については担当スタッフについて許せないと話すことや、仕事内容が新しくなることへの不安を話していたとのこと。話を聞いていくうちに、表情や口調は落ち着いているが、担当スタッフとの関係が上手くいかないことを常に考えてしまうと話す。仕事に集中して取り組む事を提案し促しているとのこと。ナイトケア来所時に本人の言動に注意しながら対応していく。
カンファレンスシート（　田名部　一樹様）

実施日：H31年　2月14日（木）13：30～14：00
検討内容目標の見直し、今後の対応

	氏名
	田名部　一樹様
	性別
	男
	年齢
	41
	生年月日
	昭和52年6月16日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	病状の安定。日中活動性の維持。対人交流能力の向上


	本人希望
	できれば就労したい。

	家族希望
	週2回はデイケアに通って欲しい。就労は望まない。

	入院歴
	計　1回（最終：平成14年　3月　日～　平成15年　10月　日）

	通所歴
	　　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：平成15年10月　日～現在　　（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：自宅
	家族構成：両親と本人の3人暮らし

	利用制度
	精神保健福祉　手帳　2級
	障害年金　2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

	備考：11月より就労継続支援施設A型「グリーンガーデン」を利用。12/31に契約更新予定であったが、本人の就労態度等が問題となり更新はしないことになる。その事を知り、本人は12/15以降自己判断で利用を止めている。利用を中止する際には、退職届の作成・提出が必要であることを伝え、作成し提出、「グリーンガーデン」の利用を中止し、以後デイケアの利用を週3回に変更している。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	適度に休養を取り、病状を安定させたまま現在の生活を維持する。(後々は就労したい)
	①デイケア通所を休まず継続する。
	①生活リズムを整え、デイケア利用日は休まずに通所する。
	①欠席があった際は、欠席の理由について確認し把握する。体調面を維持できるようアドバイスし、生活リズムに乱れがある際には解決策をスタッフと考える。生活リズムを崩さず、通所継続出来ている時は評価する。

	
	②対人交流について適切な対応が出来るようになる。
	②人を馬鹿にしたり、傷付けるような問題となる発言はしない。
	②対人関係で悩むことがあれば、本人とスタッフで相談し解決策を考える。スタッフは交流時に問題となる行為があった際に振り返りを実施し、本人が理解できるよう問題点を説明し、対処法を検討していく。

	
	③コレステロール値を正常範囲内で収める。
	③コレステロール値を上げない。
	③野菜を必ず食べるようにし、定期的な運動を継続する。スタッフは食事内容・夜間の間食、運動状況について確認を行い、適宜アドバイスを行う。


※現在、利用日外での活動に関しては、本人より生活能力の向上のために家事の手伝いや社会生活に必要なマナーについて学ぶ時間にあてていると話している。家事の手伝いに関しては母様に出来を評価してもらっているが、掃除の際には隅の汚れや洗い流しきれていない等の、作業の遂行が不十分であることを指摘されているとのこと。

【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①生活リズムを整え、デイケア利用日は休まずに通所する。
	達成度50％　祝日以外の利用日は休まずに来所している。睡眠状況を確認すると時折、寝る直前までゲームをしていると話しており、早めの就寝やゲームの切り上げを促しているが、本人は聞き入れる様子窺えない。眠気の訴えがあり、詳細を確認すると上記と同様の発言があり、都度同じ説明をするが「そうなんですね」「初めて知りました」と返答する等、スタッフの説明を覚えていない様子が窺えている。
	寝不足等の対策として、早めの就寝を促すと、返事はしているが、実践することなく、本人が聞き入れる様子は窺えない。欠席には至っていないが、今後就労を開始した際に遅刻等の悪影響がある為、目標を継続していく。

	②人を馬鹿にしたり、傷付けるような問題となる発言はしない。
	達成度40％　以前まで、デイケアを利用していたメンバーについて、陰口のような発言を他メンバーに大きな声で話していることがあったが、現在は縁が切れたと話しており、それ以降はその話題をすることは減っている。しかし時折、メンバーに対する不満を訴えることはある。依然として、自分の推測を事実のように話すことがあり、そのことを指摘すると自覚はあると話しているが、行動を変えることはない。
	言動に問題がある時はその都度スタッフと振り返りを行う必要あり、引き続き目標を継続していく。助言に対し、実践出来ておらず、本人が理解出来ていない可能性も考えられる。今後、本人に理解しやすいよう直面した問題に関し、どのように感じたかを確認し、そこからどこに問題があり、どう解決していくかをスタッフと話し合い解決していくこととする。

	③コレステロール値を上げない。
	達成度30％　　体重77Kg、BMI25.1。

運動プログラムは、エアロビクスに欠かさず参加しているが、動きを誤魔化すような事がある。自主的にウォーキングや筋トレを行っており、時折徒歩にて帰宅していると話している。昼食はコンビニのおにぎり3個であり、食事内容について助言するが金銭面を理由に内容を変えることはない。家では毎食野菜を食べていると話している。
	現状、BMIが激しく変動するなどはないが、デイケアの食事内容を確認する限りではバランスの良い食事が取れているかは不明。助言後も食事内容に変化が見られない為、引き続き食事内容等を確認し、減量や食事内容の改善について促していく。

	※家での手伝いに関して、作業後の確認等が不十分であることを伝え、最後に確認することや、作業の工程を教えてもらう際にメモを取り、そのメモを見ながら確認作業するよう助言するが行動に変化はなく、母様から同じ指摘を受け続けていると話している。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	適度に休養を取り、病状を安定させたまま現在の
	①デイケア通所を休まず継続する。
	①生活リズムを整え、デイケア利用日は休まずに通所する。
	①欠席があった際は、欠席の理由について把握する。体調面を維持できるようアドバイスし、生活リズムに乱れがある際には解決策をスタッフと考える。生活リズムを崩さず、通所継続出来ている時は評価する。

	
	②対人交流について適切な対応が出来るようになる。
	②人を馬鹿にしたり、傷付けるような問題となる発言はしない。
	②対人関係で悩むことがあれば、本人とスタッフで相談し解決策を考える。スタッフは交流時に問題となる行為があった際に振り返りを実施し、本人が理解できるよう問題点を説明し、対処法を検討していく。

	
	③コレステロール値を正常範囲内で収める。
	③コレステロール値を上げない。
	③野菜を必ず食べるようにし、定期的な運動を継続する。スタッフは食事内容・夜間の間食、運動状況について確認を行い、適宜アドバイスを行う。


【今後の対応について】

現在、担当スタッフへの依存も窺え、担当スタッフと利用者様との関係性は良好とはいえない状況にある。同一的な対応では状況に変化は望めない為、今後は担当スタッフの対応の仕方を変えていき、利用者様の反応を見て適宜対応の仕方を変えていくこととする。

また、社会認知等に関連した認知行動療法を実施し、本人の能力を客観的に見える状態に交流の仕方を省みる機会を作る等提供するプログラムの形を変えてみることとする。
